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(57)【要約】
通信システム（１００）は、ＩＰマルチメディアサブシ
ステム（ＩＭＳ）に基づく三者通話を提供する。移動局
（ＭＳ１０４）は、通話に参加する招待を受信し、通話
を三者通話に切替えることを決定する。移動局は、通話
を会議通話に切替える要求をＩＭＳネットワーク（１５
０）に伝達する。ＩＭＳネットワークサーバ（１６８）
は前記要求を受信し、会議通話にユニークな識別子を決
定し、Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏ
ｔｏｃｏｌ（ＳＩＰ）　Ｒｅｆｅｒメッセージと、ＳＩ
Ｐ　Ｍｅｓｓａｇｅメッセージと、ＳＩＰ　２００　Ｏ
Ｋメッセージとのうちの少なくとも１つで、移動局に会
議通話識別子を供給する。会議通話識別子を受信すると
、移動局は会議通話にダイヤルし、通話発呼者（１０２
）もダイヤルすることを要求する。ＩＭＳネットワーク
サーバは、通話発呼者がダイヤルすることを要求し、応
じて通話発呼者はダイヤルする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターネットプロトコルマルチメディアサブシステムとしてのＩＭＳによる三者通話
方法であって、前記三者通話方法は：
　通話を会議通話に切替える要求を、会議通話開始者から受信する要求受信工程と；
　前記会議通話に、ユニークな識別子としての会議通話識別子を割当てる割当工程と；
　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌメッセージにおいて、前記
会議通話開始者に前記会議通話識別子を供給する供給工程と
を有することを特徴とする、三者通話方法。
【請求項２】
　前記Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌメッセージは、
　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｒｅｆｅｒメッセージと
；
　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｍｅｓｓａｇｅメッセー
ジと；
　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　２００　ＯＫメッセージ
と
のうちの少なくとも１つを含む、
　請求項１記載の三者通話方法。
【請求項３】
　前記通話は、ＩＭＳテレフォニセッションであり、
　前記会議通話開始者は、発呼移動局であり、
　前記三者通話方法は更に、前記着呼移動局に関わる通話を、前記発呼移動局が発呼する
発呼工程を含む、
　請求項１記載の三者通話方法。
【請求項４】
　前記割当工程は：
　ＩＭＳサーバが、前記会議通話についてメディアサーバに通知する通知工程と；
　前記メディアサーバが、前記会議通話にユニークな識別子としての会議通話識別子を割
当てる工程と；
　前記ＩＭＳサーバが、前記メディアサーバから前記会議通話識別子を受信する受信工程
と
を含み、
　前記供給工程は、前記ＩＭＳサーバが、前記会議通話開始者に前記会議通話識別子を供
給することを含む、
　請求項３記載の三者通話方法。
【請求項５】
　前記三者通話方法は更に、
　前記ＩＭＳサーバが、前記メディアサーバからＳｅｓｓｉｏｎ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏ
ｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ提案を受信する工程と；
　前記Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ提案を、前記会議通
話開始者に供給する工程と
を含む、請求項４記載の三者通話方法。
【請求項６】
　前記供給工程は、
　前記ＩＭＳサーバが、Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌメッ
セージにおいて、前記会議通話開始者に関連付けられたＩＭＳに基づくユーザエージェン
トとしての開始エージェントに、前記会議通話識別子を供給する工程と；
　前記開始エージェントが、Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ
メッセージにおいて、前記会議通話開始者に前記会議通話識別子を供給する工程と
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を含む、請求項４記載の三者通話方法。
【請求項７】
　前記三者通話方法は更に、前記会議通話開始者が前記会議通話識別子を受信すると、
　前記会議通話開始者が前記メディアサーバにダイヤルする工程と；
　前記会議通話開始者が、前記開始エージェントに、前記発呼移動局が会議通話に切替わ
ることを要求する工程と；
　前記開始エージェントが、前記ＩＭＳサーバに、前記発呼移動局が前記会議通話に切替
わることを要求する工程であって、前記要求は前記会議通話識別子を含むことと；
　前記ＩＭＳサーバが、前記発呼移動局が前記会議通話に参加することを要求する工程で
あって、前記要求は前記会議通話識別子を含むことと
を含む、請求項６記載の三者通話方法。
【請求項８】
　前記発呼移動局が前記会議通話に参加することを要求する工程は：
　前記ＩＭＳサーバが、前記発呼移動局が前記会議通話に参加することを要求するＳｅｓ
ｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌメッセージを、前記発呼移動局に関
連付けられたＩＭＳに基づくユーザエージェントとしての発呼エージェントに伝達する工
程であって、前記Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌメッセージ
は、前記会議通話識別子を含むことと；
　前記発呼エージェントが、前記発呼移動局が前記会議通話に参加することを要求するＳ
ｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌメッセージを前記発呼移動局に
伝達する工程であって、前記発呼移動局に伝達されるＳｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉ
ｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌメッセージは、前記会議通話識別子を含むことと
を含む、請求項７記載の三者通話方法。
【請求項９】
　前記三者通話方法は更に、前記発呼移動局が前記会議通話識別子を受信すると、
　前記発呼移動局が、前記発呼移動局が発呼させた通話に関連付けられたリソースを開放
することと；
　前記発呼移動局が、前記メディアサーバとのメディアセッションを設定することと
を含む、請求項８記載の三者通話方法。
【請求項１０】
　前記会議通話開始者は、第１着呼移動局であり、
　前記三者通話方法は更に、
　第１着呼移動局が、第２着呼移動局が前記会議通話に参加するという要求を、前記開始
エージェントに伝達する工程と；
　第１着呼移動局から前記要求を受信すると、前記開始エージェントが、第２着呼移動局
が前記会議通話に参加するという要求を前記ＩＭＳサーバに伝達する工程であって、前記
要求は前記会議通話識別子を含むことと；
　前記開始エージェントから前記要求を受信すると、前記ＩＭＳサーバが、前記会議通話
に参加する要求を第２着呼移動局に伝達する工程と
を含む、請求項７記載の三者通話方法。
【請求項１１】
　ＩＭＳネットワークサーバとしてのＩＭＳサーバであって、前記ＩＭＳサーバはプロセ
ッサを有し、
　前記プロセッサは、
　通話を会議通話に切替える要求を、会議通話開始者から受信し、
　前記会議通話にユニークな識別子である会議通話識別子を決定し、および
　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌメッセージにおいて、前記
会議通話開始者に前記会議通話識別子を供給するように構成される
ことを特徴とする、ＩＭＳサーバ。
【請求項１２】
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　前記Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌメッセージは、
　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｒｅｆｅｒメッセージと
、
　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｍｅｓｓａｇｅメッセー
ジと、
　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　２００　ＯＫメッセージ
と
のうちの少なくとも１つを含む、
　請求項１１記載のＩＭＳサーバ。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、前記会議通話についてメディアサーバに通知することによって前記
会議通話識別子を決定するように、および
　それに応じて前記メディアサーバから前記会議通話識別子を受信するように構成される
、
　請求項１１記載のＩＭＳサーバ。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、
　前記メディアサーバからＳｅｓｓｉｏｎ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ
提案を受信するように、および
　前記Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ提案を前記会議通話
開始者に供給するように構成される、
　請求項１３記載のＩＭＳサーバ。
【請求項１５】
　請求項１３記載のＩＭＳサーバを備える通信システムであって、前記通信システムは更
に、
　前記会議通話開始者に関連付けられたＩＭＳに基づくユーザエージェントとしての開始
エージェントを備え、
　前記ＩＭＳサーバは、前記開始エージェントを介して前記会議通話開始者に前記会議通
話識別子を供給することによって、前記会議通話開始者に前記会議通話識別子を供給する
ように構成されている
ことを特徴とする、通信システム。
【請求項１６】
　前記開始エージェントは、発呼移動局が前記会議通話に切替えるという切替要求を前記
会議通話開始者から受信するように、および
　前記会議通話開始者から前記切替要求を受信すると、前記切替要求を前記ＩＭＳサーバ
に伝達するように構成され、前記切替要求は前記会議通話識別子を含み、
　ＩＭＳサーバプロセッサは、前記開始エージェントから前記切替要求を受信すると、前
記会議通話に参加する参加要求を前記発呼移動局に伝達するように構成され、前記参加要
求は前記会議通話識別子を含む、
　請求項１５記載の通信システム。
【請求項１７】
　前記通信システムは更に、前記発呼移動局に関連付けられたＩＭＳに基づくユーザエー
ジェントとしての発呼エージェントを含み、
　前記ＩＭＳサーバプロセッサは、前記発呼移動局が会議通話に参加することを要求する
参加要求としてのＳＩＰメッセージを、前記発呼エージェントに伝達することによって、
前記参加要求を前記発呼移動局に伝達するように構成され、前記発呼エージェントに伝達
される前記ＳＩＰメッセージは、前記会議通話識別子を含み、
　前記発呼エージェントは、前記参加要求としての前記ＳＩＰメッセージを前記発呼移動
局に伝達するように構成され、前記発呼移動局に伝達された前記ＳＩＰメッセージは、前
記会議通話識別子を含む、
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　請求項１６記載の通信システム。
【請求項１８】
　前記発呼エージェントは、会議通話に参加する前記要求を前記発呼移動局に伝達すると
、前記発呼移動局が発呼させた通話に関連付けられたリソースを前記発呼移動局が開放し
ようとしていることを通知する開放メッセージを、前記発呼移動局から受信するように構
成され、
　前記発呼エージェントは、前記開放メッセージを受信すると、前記開始エージェントに
、前記発呼移動局が発呼させた通話に関連付けられたリソースは開放されつつあることを
通知するように構成される、
　請求項１７記載の通信システム。
【請求項１９】
　前記会議通話開始者は、第１着呼移動局であり、
　前記開始エージェントは、第２着呼移動局が会議通話に参加するという第２参加要求を
、第１着呼移動局から受信するように構成され、
　前記開始エージェントは、前記第１着呼移動局から前記第２参加要求を受信すると、前
記第２参加要求を前記ＩＭＳサーバに伝達するように構成され、前記第２参加要求は、前
記会議通話識別子を含み、
　前記ＩＭＳサーバプロセッサは、前記第２参加要求を受信すると、前記第２参加要求を
第２着呼移動局に伝達するように構成される、
　請求項１８記載の通信システム。
【請求項２０】
　ＩＭＳに基づく三者通話に参加可能な移動局であって、
　前記移動局はプロセッサを有し、前記プロセッサは、
　通話に参加する招待を受信し、
　前記通話を三者通話に切替えることを決定し、
　前記通話を会議通話に切替える切替要求をＩＭＳネットワークに伝達し、
　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｒｅｆｅｒメッセージと
、Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｍｅｓｓａｇｅメッセー
ジと、Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　２００　ＯＫメッセ
ージとのうちの少なくとも１つにおいて、前記ＩＭＳネットワークから前記会議通話にユ
ニークな識別子としての会議通話識別子を受信し、および
　前記会議通話識別子に基づき、前記会議通話にダイヤルする
ように構成される
ことを特徴とする、移動局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに一般に関する。より詳細には本発明は、インターネット
プロトコルマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）に基づく三者通話に関する。
【背景技術】
【０００２】
　三者通話は、基本的な公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）およびセルラ機能である。このよう
なシステムにおいて、三者通話は典型的にはコールウェイティングのシナリオとして開始
し、その後ある時点でネットワークサーバ（モバイルスイッチまたはランドスイッチ）が
、加入者の要求に基づき通話を三者通話に変換する。
【０００３】
　しかし、Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＳＩＰ）に基づ
くネットワークに、三者通話を固定させることは問題である。（三者通話のアドレスとし
て）動的に割当てられた会議統一資源指標（ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）（ＵＲＩ）を含むコンタクトヘッダのＳＩＰシス
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テムにおける利用案は、ＩＭＳネットワークにおいてアプリケーションサーバとしてはう
まく機能しない。これらのアプリケーションサーバは、バックトゥバックユーザエージェ
ント（Ｂ２ＢＵＡｓ）として機能し、発呼パスと着呼パスの両方に共に連鎖されてもよく
、標準に準じてもよく、それぞれコンタクトヘッダをリライトする。この結果、会議通話
ＵＲＩはシステムを伝播することができない。またＳＩＰ通話の間、リアルタイムプロト
コル（ＲＴＰ）メディアストリームは通話を設定するＳＩＰサーバを流れず、三者通話機
能に切替えた回路に類似するＳＩＰシグナリングを使用して三者通話を提供することが難
しくなる。
【０００４】
　ＳＩＰに基づく通信システム、およびそれらのトランスポートインターネットプロトコ
ル（ＩＰ）に基づくネットワークは、従来は中央化されていた数々の機能（たとえばメデ
ィア制御）を、エンドクライアント自体にまで移している。固定したＳＩＰに基づくクラ
イアントは、音声通話に対する複数（たとえば３つ以上）の団体のメディアミキシングポ
イントとして動作することが可能になっている。音声の質は、クライアントメディアミキ
シング機能と、その時のネットワーク帯域幅の有効性とに勿論依存する。ＩＰトランスポ
ート帯域幅には制限があるため、また末端相互間のサービス品質（ＱｏＳ）が欠如してい
るため、局所的クライアントミキシングを使用することは、エンドユーザにとってあまり
よいものではなかった。結果として、無線ネットワークスループットに制限があるため、
セルラ方式のＳＩＰクライアントにとってエンドクライアントがメディアミキシングを行
うことを期待するのは不合理である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００７／２６３８２２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、ＩＭＳネットワークによって設定される三者通話であって、ネットワーク
に基づくメディアミキシングを含む三者通話を実施するための方法および装置が必要とさ
れている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　ＩＭＳネットワークによって設定され、ネットワークに基づくメディアミキシングを含
む三者通話を実施するための方法および装置の必要性に応えるために、インターネットプ
ロトコルマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）に基づく三者通話を提供する通信システ
ムが提供される。通話に参加する招待を受信する移動局（ＭＳ）は、通話を三者通話に切
替えることを決定する。移動局は、通話を会議通話に切替える要求をＩＭＳネットワーク
に伝達する。ＩＭＳネットワークサーバは要求を受信し、会議通話にユニークな識別子を
決定し、Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｒｅｆｅｒメッセ
ージと、Ｍｅｓｓａｇｅメッセージと、Ｎｏｔｉｆｙメッセージとのうちの１つ以上にお
いて、移動局に会議通話識別子を供給する。会議通話識別子を受信すると、移動局は会議
通話にダイヤルし、通話発呼者もダイヤルすることを要求する。次いでＩＭＳネットワー
クサーバは、通話発呼者がダイヤルすることを要求し、この要求に応じて通話発呼者はダ
イヤルする。
【０００８】
　一般に本発明の一実施形態は、ＩＭＳに基づく三者通話の方法を包含する。この方法は
、通話を会議通話に切替える要求を会議通話開始者から受信する工程と；会議通話にユニ
ークな識別子を割当てる工程と；Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃ
ｏｌ　Ｒｅｆｅｒメッセージと、Ｍｅｓｓａｇｅメッセージと、Ｎｏｔｉｆｙメッセージ
とのうちの１つ以上において、会議通話開始者に会議通話識別子を供給する工程とを含む
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。
【０００９】
　本発明の別の実施形態は、通話を会議通話に切替える要求を会議通話開始者から受信し
、会議通話にユニークな識別子を割当て、Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ　Ｒｅｆｅｒメッセージと、Ｍｅｓｓａｇｅメッセージと、Ｎｏｔｉｆｙメ
ッセージとのうちの１つ以上において、会議通話開始者に会議通話識別子を供給するよう
に構成されるＩＭＳネットワークサーバを包含する。
【００１０】
　また本発明の別の実施形態は、ＩＭＳに基づく三者通話に参加可能な移動局（ＭＳ）を
包含する。移動局は通話に参加する招待を受信し、通話を三者通話に切替えることを決定
し、通話を会議通話に切替える要求をＩＭＳネットワークに伝達し、Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉ
ｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｒｅｆｅｒメッセージと、Ｍｅｓｓａｇｅメッ
セージと、Ｎｏｔｉｆｙメッセージとのうちの１つ以上において、ＩＭＳネットワークか
ら会議通話にユニークな識別子を受信し、受信会議通話識別子に基づき会議通話にダイヤ
ルするように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の様々な実施形態に係る、無線通信システムのブロック図。
【図２】図１に示す、移動局のブロック図。
【図３】図１に示す、モビリティマネージャ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｒ）／ボ
イスコールコンティニュイティ（Ｖｏｉｃｅ　Ｃａｌｌ　Ｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙ）サーバ
のブロック図。
【図４Ａ】図１の通信システムが、本発明の一実施形態に係るインターネットプロトコル
マルチメディアサブシステムに基づき会議通話を設定する際に、実行する方法を示す信号
フローチャート。
【図４Ｂ】図４Ａに続く信号フローチャート。
【図４Ｃ】図４Ｂに続く信号フローチャート。
【図４Ｄ】図４Ｃに続く信号フローチャート。
【図４Ｅ】図４Ｄに続く信号フローチャート。
【図４Ｆ】図４Ｅに続く信号フローチャート。
【図４Ｇ】図４Ｆに続く信号フローチャート。
【図４Ｈ】図４Ｇに続く信号フローチャート。
【図４Ｉ】図４Ｈに続く信号フローチャート。
【図４Ｊ】図４Ｉに続く信号フローチャート。
【図４Ｋ】図４Ｊに続く信号フローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１～図４Ｋに基づき、本発明をより詳細に説明する。図１は、本発明の様々な実施形
態に係る無線通信システム１００のブロック図である。通信システム１００は、複数の移
動局（ＭＳ）１０２，１０４，１０６（図には３つ示す）を含み、次に限定されないが、
たとえば携帯電話機、無線電話機、または携帯情報端末（ＰＤＡ）、パーソナルコンピュ
ータ（ＰＣ）、または無線音声およびデータ通信を備えたラップトップコンピュータを含
む。様々な無線技術において、移動局（たとえば移動局１０２，１０４）は、ユーザ装置
（ＵＥ）、加入者ステーション（ＳＳ）、アクセスターミナル（ＡＴ）などと呼ばれるこ
とがある。移動局１０２，１０４，１０６はそれぞれ、エアインタフェース１１０，１２
０，１３０を介して、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１１２，１２２，１３２とそ
れぞれ無線通信状態にある。エアインタフェース１１０，１２０，１３０はそれぞれ順方
向リンクを含み、順方向リンクは、パイロットチャネルと、少なくとも１つの順方向リン
クのトラフィックチャネルと、順方向リンクの共通および専用のシグナリングチャネルと
を含む。エアインタフェース１１０，１２０，１３０はそれぞれ逆方向リンクを更に含み
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、逆方向リンクは、少なくとも１つの逆方向リンクのトラフィックチャネルと、逆方向リ
ンクの共通および専用のシグナリングチャネルと、アクセスチャネルとを含む。
【００１３】
　ＲＡＮ１１２，１２２，１３２はそれぞれ、トランシーバ（図示略）（たとえば基地局
トランシーバ（ＢＴＳ）、アクセスポイント（ＡＰ）、またはノードＢ）を含み、コント
ローラ（図示略）（たとえば基地局コントローラ（ＢＳＣ）、または無線ネットワークコ
ントローラ（ＲＮＣ））を更に含んでもよい。ＲＡＮ１１２，１２２，１３２はそれぞれ
、ゲートウェイ１１４，１２４，１３４を介して、インターネットプロトコル（ＩＰ）に
基づくデータネットワーク１４０に接続される。ゲートウェイ１１４，１２４，１３４は
それぞれ、たとえば移動交換局（移動局Ｃ）と、パケットデータサービングノード（ＰＤ
ＳＮ）と、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）と、ゲートウェイＧＰＲＳサ
ポートノード（ＧＧＳＮ）と、サービングゲートウェイ（サービングＧＷＧ）と、公衆デ
ータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイとのうちの１つ以上を含んでもよい。
【００１４】
　通信システム１００は、インターネットプロトコルマルチメディアサブシステム（ＩＭ
Ｓ）１５０を更に含み、インターネットプロトコルマルチメディアサブシステム１５０は
、ＩＭＳゲートウェイ１４２、メディアサーバ１４４、およびメディアゲートウェイ１４
６をそれぞれ介してデータネットワーク１４０に接続されている。メディアサーバ１４４
はメディアリソース機能（ＭＲＦ）を含むことが好ましく、ＭＲＦはメディアリソース機
能コントローラ（ＭＲＦＣ）（図示略）と、メディアリソース機能プロセッサ（ＭＲＦＰ
）（図示略）とを含み、メディア関連機能（たとえばトーンおよびアナウンスを再生する
こと）と、会議通話機能（たとえば音声およびメディアミキシング）とを提供する。メデ
ィアゲートウェイ１４６は、好ましくはメディアゲートウェイ制御機能（ＭＧＣＦ）とメ
ディアゲートウェイ（ＭＧＷ）とのうちの１つ以上を含み、ゲートウェイ１１４，１２４
，１３４とＩＭＳ１５０とに、外部有線回路交換ネットワーク１７０（たとえば公衆交換
電話網（ＰＳＴＮ））への接続を提供する。
【００１５】
　ＩＭＳ１５０は、ＩＭＳコアネットワーク層１５２と、アプリケーション層１６０とを
含む。ＩＭＳコアネットワーク層１５２は、呼セッション制御機能（ＣＳＣＦ）（図示略
）を含む。本技術分野において知られるように、呼セッション制御機能は、プロキシ呼セ
ッション制御機能（Ｐ－呼セッション制御機能）と、サービング呼セッション制御機能（
Ｓ－呼セッション制御機能）と、インテロゲーティング呼セッション制御機能（Ｉｎｔｅ
ｒｒｏｇａｔｉｎｇ　呼セッション制御機能）（Ｉ－呼セッション制御機能）とのうちの
１つ以上を実施する。呼セッション制御機能は、ＩＰトランスポートを用いて複数のリア
ルタイムアプリケーションの伝達を助けるために、中央化されたルーティングエンジン、
ポリシマネージャ、ポリシ強化ポイントとして機能する。これはアプリケーションアウェ
アであり、ネットワークリソース（機能サーバ、メディアゲートウェイ、およびエッジデ
バイス）を管理するために、およびアプリケーションとユーザコンテキストとに依存して
これらのリソースの事前割当てを行うために、動的なセッション情報を使用する。Ｉ－呼
セッション制御機能は、前記ネットワークのユーザを宛先とするすべての接続に対する、
あるいは前記ネットワークのサービスエリア内に現在位置するローミングユーザに対する
、オペレータのネットワーク内におけるコンタクトポイントである。Ｓ－呼セッション制
御機能は、ユーザのサービス特権の識別、ＩＭＳネットワークに接続されたアプリケーシ
ョンサーバへのアクセスの選択、およびこれらのサーバへのアクセスの提供に関与する。
プロシキ呼セッション制御機能は、移動局（たとえば移動局１０２，１０４，１０６）の
ＩＭＳコアネットワークにおけるＳＩＰシグナリングコンタクトポイントである。プロシ
キ呼セッション制御機能は、加入者のエンドポイントからのセッション開始プロトコル（
Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）（ＳＩＰ）登録メッセージ
の転送、すなわちＳ－呼セッション制御機能への通話設定要求と応答との転送に関与する
。プロシキ呼セッション制御機能は、論理加入者のＳＩＰ統一資源識別子（Ｕｎｉｆｏｒ
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ｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）（ＵＲＩ）アドレスと、移動局ＩＰ（イ
ンターネットプロトコル）アドレスと、認証および機密保持の両方のセキュリティ関連性
との間でマッピングを維持する。
【００１６】
　アプリケーション層１６０は複数のアプリケーションサーバを含み、特に複数の機能サ
ーバ１６２，１６４，１６６と、セッション開始プロトコル呼制御（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉ
ｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｃａｌｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）（ＳＩＰ　ＣＣ）
サーバ１６８とを含み、これらはそれぞれＩＭＳコアネットワーク１５２と通信状態にあ
る。本発明の他の実施形態において、本明細書に記載するＳＩＰ呼制御サーバ１６８の機
能は、機能サーバ１６２，１６４，１６６のうちの１つにおいて実施されてもよく、好ま
しくは発呼移動局１０２と発呼機能サーバ１６２のために機能する機能サーバにおいて実
施されてもよい。機能サーバ１６２，１６４，１６６はそれぞれ、移動局１０２，１０４
，１０６のユーザエージェント（ＵＡ）として機能する。したがって移動局（たとえば移
動局１０２，１０４）のうちの２つがＳＩＰメッセージを交換する場合、メッセージは２
つの移動局のために機能する発呼機能サーバ１６２と第１着呼機能サーバ１６４を通り、
発呼機能サーバ１６２と第１着呼機能サーバ１６４は、バックトゥバックユーザエージェ
ント（Ｂ２ＢＵＡｓ）と呼ばれることがある。
【００１７】
　ここで図２を参照し、本発明の一実施形態に係る移動局２００のアーキテクチャ（たと
えば移動局１０２，１０４，１０６）が提供される。移動局２００は、移動局プロセッサ
２０２（たとえば１つ以上のマイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号
プロセッサ（ＤＳＰ）、それらの組合せ、または本技術分野の当業者に既知の他の装置）
を含み、このプロセッサは、移動局２００によって実行されるものとして本明細書に記載
の機能を実行するように構成される。移動局２００は、少なくとも１つの移動局メモリ２
０４（たとえばランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、ダイナミックランダムアクセスメモ
リ（ＤＲＡＭ）、および／またはリードオンリメモリ（ＲＯＭ）もしくはそれらの等価物
）を更に含み、この移動局メモリ２０４は移動局プロセッサ２０２に接続されている。移
動局メモリ２０４はまた、関連付けられたプロセッサによって実行可能なデータとプログ
ラムであって、通信システム１００において動作するのに必要なすべての機能をユーザ装
置に実行可能にするデータとプログラムを維持する。少なくとも１つの移動局メモリ２０
４は更に、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８の会議通話機能として、ルーティング情報（すなわ
ちアドレス、特に会議工場統一資源指標（ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｆａｃｔｏｒｙ　ｕｎ
ｉｆｏｒｍ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）（ＣＣ＿ＦＡＣＴ＿ＵＲＩ））を
維持する。移動局２００は、移動局プロセッサ２０２に接続されたユーザインタフェース
２０６を更に含む。ユーザインタフェース２０６はユーザ端末のユーザとのインタフェー
スを提供し、これによってユーザはユーザ端末に情報を入力してもよく、あるいはユーザ
端末によって出力される情報を受信してもよく、音声の入出力インタフェースと、キーボ
ードと、表示スクリーンとのうちの１つ以上を含んでもよい。この表示スクリーンは、タ
ッチスクリーン能力を有してもよい。
【００１８】
　ここで図３を参照し、本発明の一実施形態に係る機能サーバ３００のアーキテクチャ（
たとえば機能サーバ１６２，１６４，１６６）が提供される。機能サーバ３００は、プロ
セッサ３０２（たとえば１つ以上のマイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、それらの組合せ、または本技術分野の当業者に既知の他の
装置）を含み、このプロセッサは、機能サーバによって実行されるものとして本明細書に
記載の機能を実行するように構成される。機能サーバ３００は少なくとも１つのメモリデ
バイス３０４を更に含み、このメモリデバイス３０４は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡ
Ｍ）、ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）、および／またはリードオンリ
メモリ（ＲＯＭ）もしくはそれらの等価物を含んでもよい。このメモリデバイス３０４は
、関連付けられたプロセッサによって実行可能なデータとプログラムであって、通信シス
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テム１００において動作するのに必要なすべての機能を機能サーバに実行可能にするデー
タとプログラムを維持する。好ましくは機能サーバの３００は、少なくとも１つのメモリ
デバイス３０４によって維持されるプログラムとデータに基づき、プロセッサ３０２によ
って実行される。
【００１９】
　移動局１０２，１０４，１０６と機能サーバ１６２，１６４，１６６とによって実行さ
れるものとして本明細書に記載の機能は、移動局および機能サーバの少なくとも１つのメ
モリデバイス２０４，３０４に保存されているソフトウェアプログラムと命令であって、
移動局および機能サーバのプロセッサ２０２，３０２によって実行されるソフトウェアプ
ログラムと命令によって（または前記ソフトウェアプログラムと命令において）実行され
る。しかし本発明の実施形態が、代替としてハードウェアによって、たとえば集積回路（
ＩＣ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）など（たとえば移動局と機能サーバとのうち
の１つ以上において実装されるＡＳＩＣ）によって実施され得ることが本技術分野の当業
者には理解される。本開示に基づき、本技術分野の当業者は、実験を取り消すことなくこ
のようなソフトウェアおよび／またはハードウェアを容易に製造および実施可能であろう
。
【００２０】
　移動局１０２，１０４，１０６が、ＲＡＮ１１２，１２２，１３２、ゲートウェイ１１
４，１２４，１３４、およびＩＭＳ１５０を介して音声通話を行うために、移動局、ＲＡ
Ｎ、およびゲートウェイのそれぞれは、既知の無線通信プロトコルに従って動作する。こ
のため、ＲＡＮ１１２，１２２，１３２とゲートウェイ１１４，１２４，１３４は、パケ
ットデータとＳＩＰに基づく通信セッションをサポートする任意の無線パケットデータ通
信システム（次に限定されないが、たとえば３ＧＰＰ（第３世代移動体通信システム標準
化プロジェクト）標準もしくは３ＧＰＰ標準の後世代（たとえば３ＧＰＰ　ＬＴＥ（ロン
グタームエボリューション））、３ＧＰＰ２標準もしくは３ＧＰＰ２標準の後世代（たと
えば３ＧＰＰ２　ＵＭＢ（ウルトラモバイルブロードバンド）標準、または米国電気電子
技術者学会（ＩＥＥＥ）（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　
Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．ｘｘ標準（たとえば８０２．１
１標準、８０２．１５標準、もしくは８０２．１６標準、もしくは８０２．２０標準））
のうちのいずれかに従って動作してもよい。
【００２１】
　通信システム１００は、ＩＭＳ１５０に固定される三者通話を提供する。通信システム
１００は、割当てられた会議通話識別子を通信システム１００の全体に伝播させ、これに
よって会議通話または三者通話に参加している移動局（たとえば移動局１０２，１０４）
のそれぞれは、通話にダイヤルするためのアドレスを知ることができる。複数の機能サー
バまたはＢ２ＢＵＡｓ（たとえば発呼移動局１０２と第１着呼移動局１０４のために機能
する発呼機能サーバ１６２と第１着呼機能サーバ１６４）の関与にもかかわらず、通信シ
ステム１００は、通話を発呼させる発呼移動局１０２と、通話を会議通話に切替える第１
着呼移動局１０４との間のＩＭＳに基づくシグナルパスにおけるこのような識別子の伝播
を助ける。
【００２２】
　ここで図４Ａ～図４Ｋを参照し、本発明の一実施形態に係るＩＭＳネットワーク１５０
によって設定される三者通話を実施するために、通信システム１００によって実行される
方法を示す信号フローチャート４００が提供される。本発明をより明確に説明するために
、発呼移動局１０２と発呼機能サーバ１６２は、ＲＡＮ１１２、ゲートウェイ１１４、Ｉ
Ｐネットワーク１４０、ＩＭＳゲートウェイ１４２、およびＩＭＳコアネットワーク１５
２を介して互いに通信を行い、第１着呼移動局１０４と第１着呼機能サーバ１６４は、Ｒ
ＡＮ１２２、ゲートウェイ１２４、ＩＰネットワーク１４０、ＩＭＳゲートウェイ１４２
、およびＩＭＳコアネットワーク１５２を介して互いに通信を行うこと、および第２着呼
移動局１０６と第２着呼機能サーバ１６６は、ＲＡＮ１３２、ゲートウェイ１３４、ＩＰ
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ネットワーク１４０、ＩＭＳゲートウェイ１４２、およびＩＭＳコアネットワーク１５２
を介して互いに通信を行うことを理解されたい。またサーバ１６２，１６４，１６６，１
６８のそれぞれは、ＩＭＳコアネットワーク１５２を介して、他のサーバおよびメディア
サーバ１４４と通信を行う。以下に記載するメッセージは、２つのエンドポイント（たと
えば移動局と機能サーバ、２つの機能サーバ、または機能サーバとメディアサーバ１４４
）について記述されてもよいが、メッセージは上記ネットワーク要素を更に通ることを理
解されたい。
【００２３】
　信号フローチャート４００は、発呼移動局１０２が、ＩＭＳ１５０を介して第１着呼移
動局１０４とのＩＭＳテレフォニセッションを設定しようとすると開始する。セッション
の設定時、発呼移動局１０２は、発呼機能サーバ１６２との発呼移動局１０２の接続に第
１接続識別子「ＣＩＤ＝１」を割当てることによって、第１対話を開始する。本技術分野
において知られるように、ＣＩＤを生成する装置またはネットワークエンティティに関連
付けられた通信セッションを行うために、ＣＩＤはメディアアクセス層（ＭＡＣ）の接続
を識別する。
【００２４】
　次いで発呼移動局１０２は、第１セッション招待、好ましくは第１Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉ
ｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＳＩＰ）　Ｉｎｖｉｔｅつまり第１ＳＩＰ招待
メッセージを第１着呼移動局１０４に伝達することによって通話を開始する。特に発呼移
動局１０２はステップＳ４０２，ステップＳ４０４において、第１着呼（または終了）移
動局１０４を通話に参加するように招待する第１セッション招待（すなわち第１ＳＩＰ　
Ｉｎｖｉｔｅ）を、発呼移動局１０２のために機能する発呼機能サーバ１６２（すなわち
第１機能サーバ）に伝達する。セッション招待には、発呼者すなわち招待移動局としての
発呼移動局１０２の送信者（本明細書において「Ｕｓｅｒ　１」または「Ｕｓｅｒ１」と
もいう）に関連付けられたソース識別子「ＣＯＮ＝ＵＳＥＲ１」と；第１着呼（または終
了）者すなわち第１着呼移動局１０４（本明細書において「Ｕｓｅｒ　２」または「Ｕｓ
ｅｒ２」ともいう）に関連付けられた宛先識別子（たとえば統一資源指標（Ｕｎｉｆｏｒ
ｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）（ＵＲＩ））「ＳＩＰ：ＵＳＥＲ　２　Ｕ
ＲＩ」と；第１接続識別子（ＣＩＤ＝１）とが含まれる。
【００２５】
　本明細書においては、発呼移動局１０２、ＲＡＮ１１２、ゲートウェイ１１４、および
機能サーバ１６２は通話の発呼側であり、本明細書において、発呼移動局、ＲＡＮ、ゲー
トウェイ、および機能サーバという場合がある。同様に、第１着呼移動局１０４、ＲＡＮ
１２２、ゲートウェイ１２４、および第１着呼機能サーバ１６４は通話の第１着呼側であ
り、本明細書において、第１着呼移動局１０４、ＲＡＮ、ゲートウェイ、および機能サー
バという場合がある。第２着呼移動局１０６、ＲＡＮ１３２、ゲートウェイ１３４、およ
び第２着呼機能サーバ１６６は通話の第２着呼側であり、本明細書において、第２着呼移
動局、ＲＡＮ、ゲートウェイ、および機能サーバという場合がある。
【００２６】
　第１セッション招待を受信すると、発呼機能サーバ１６２は、第１対話に第２接続識別
子「ＣＩＤ＝２」を割当てる。この第２接続識別子は、第１着呼機能サーバ１６４への発
呼機能サーバ１６２の接続に関連付けられている。発呼機能サーバ１６２は、第１セッシ
ョン招待（すなわち第１ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅ）を、前記招待のコンタクトヘッダにおい
て第１接続識別子を第２接続識別子（ＣＩＤ＝２）と交換することによって、および発呼
移動局１０２に関連付けられたソース識別子を、発呼機能サーバ１６２に関連付けられた
ソース識別子「ＣＯＮ＝ＩＭＳ＿ＦＳ」と交換することによって修正する。したがって発
呼機能サーバ１６２は、自身を発呼移動局１０２の代わりに招待の送信者として識別する
。修正済の第１セッション招待は、着呼者（すなわち第１着呼移動局１０４）に関連付け
られた宛先識別子（ＳＩＰ：ＵＳＥＲ　２　ＵＲＩ）を更に含む。次いで発呼機能サーバ
１６２はステップＳ４０６，ステップＳ４０８において、修正済の第１セッション招待を



(12) JP 2011-510531 A 2011.3.31

10

20

30

40

50

、第１着呼移動局１０４（すなわち第１着呼機能サーバ１６４）のために機能する機能サ
ーバに伝達する。
【００２７】
　修正済の第１セッション招待を受信すると、第１着呼機能サーバ１６４は、第１対話と
、第１着呼移動局１０４への第１着呼機能サーバ１６４の接続とに第３接続識別子「ＣＩ
Ｄ＝３」を割当てる。次いで第１着呼機能サーバ１６４は、コンタクトヘッダにおいて第
２接続識別子を第３接続識別子（ＣＩＤ＝３）と交換することによって修正済の第１セッ
ション招待を更に修正し、ステップＳ４１０，ステップＳ４１２においてこの更に修正し
た第１セッション招待を第１着呼移動局１０４（すなわち第１着呼移動局１０４）に伝達
する。このセッション招待はなお、着呼者（すなわち第１着呼移動局１０４）に関連付け
られた宛先識別子（ＳＩＰ：ＵＳＥＲ　２　ＵＲＩ）と、発呼機能サーバ１６２に関連付
けられたソース識別子（ＣＯＮ＝ＩＭＳ＿ＦＳ）とを含む。
【００２８】
　第１着呼機能サーバ１６４から修正済の第１セッション招待を受信すると、第１着呼移
動局１０４はステップＳ４１４において、ＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージをＩＭＳコア
ネットワーク１５２（特に呼セッション制御機能）に伝達することによって、第１セッシ
ョン招待の受信を確認する。次いで呼セッション制御機能はステップＳ４１６において、
ＳＩＰ１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇメッセージを発呼移動局１０２に伝達することによって、
第１着呼移動局１０４はうまく位置付けられていること、およびこの通話について通知さ
れていることを発呼移動局１０２に通知する。その後、第１着呼移動局１０４のユーザが
通話に応答すると、第１着呼移動局１０４はステップＳ４１６においてＳＩＰ　２００　
ＯＫメッセージを発呼移動局１０２に戻すことによって、通話が応答されたことを発呼移
動局１０２に通知する。次いで発呼移動局１０２はステップＳ４１６において、ＳＩＰ　
ＡＣＫを第１着呼移動局１０４に戻すことによってＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージの受
信を確認する。
【００２９】
　また第１セッション招待を受信すると、第１着呼移動局１０４は、Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｄ
ｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ（ＳＤＰ）提案を生成する。本技術分野におい
て知られるように、ＳＤＰ提案は、このセッションに対して団体を識別し、セッションに
参加するためのパラメータを提案することによって送信側移動局の能力を識別する。パラ
メータとは、たとえばセッション名と目的、関与するメディアの種類（ビデオ、オーディ
オなど）、メディアのフォーマット、トランスポートプロトコル、およびメディアを受信
するのに必要な情報（たとえばアドレス、ポート、メディアのフォーマットなど）である
。次いで第１着呼移動局１０４は、ＩＭＳコアネットワーク１５２（特に呼セッション制
御機能）にＳＩＰ　Ｒｅ－Ｉｎｖｉｔｅを戻す。このＳＩＰ　Ｒｅ－Ｉｎｖｉｔｅは、第
３接続識別子（ＣＩＤ＝３）と、発呼移動局１０２に関連付けられた宛先識別子「ＳＩＰ
：ＵＳＥＲ　１　ＵＲＩ」と、ＳＩＰ　Ｒｅ－Ｉｎｖｉｔｅの送信者（すなわち第１着呼
移動局１０４）に関連付けられたソース識別子「ＣＯＮ＝ＵＳＥＲ２」と、ＳＤＰ提案と
を含む。
【００３０】
　また第１セッション招待を受信すると、第１着呼移動局１０４は、通話を三者通話また
は会議通話に切替えることを決定する。この決定は、移動局の少なくとも１つの移動局メ
モリ２０４に保存されている命令に基づき、または移動局のユーザインタフェース２０６
を介して移動局のユーザが（たとえばユーザインタフェースにおける通話保留キーおよび
三者通話キーに触れることによって（または前記キーを押下することによって）移動局に
入力した命令に基づき、自動的になされてもよい。第１着呼移動局１０４は、第２対話と
、第１着呼機能サーバ１６４への第１着呼移動局１０４の接続とに第４接続識別子「ＣＩ
Ｄ＝４」を割当てる。次いで第１着呼移動局１０４はステップＳ４２２，ステップＳ４２
４において、三者通話または会議通話を開始する要求（好ましくは第２ＳＩＰ招待メッセ
ージ（第２ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅメッセージ）を第１着呼機能サーバ１６４に伝達するこ
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とによって、会議通話を開始する。この要求は、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８の会議通話機
能「ＣＣ＿ＦＡＣＴ　ＵＲＩ」に関連付けられた宛先ルーティング情報であって、会議通
話開始者（すなわち第１着呼移動局１０４）の少なくとも１つの移動局メモリ２０４に維
持されている宛先ルーティング情報を含む。会議通話を開始する要求は、第４接続識別子
（ＣＩＤ＝４）と、第１着呼移動局１０４に関連付けられたソース識別子（ＣＯＮ＝ＵＳ
ＥＲ２）とを更に含む。
【００３１】
　第２ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅメッセージを受信すると、第１着呼機能サーバ１６４は、会
議通話機能に関して含まれているルーティング情報に基づき、第２ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅ
をＳＩＰ呼制御サーバ１６８に転送することを決定する。第１着呼機能サーバ１６４は更
に、第２対話と、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８への第１着呼機能サーバ１６４の接続とに第
５接続識別子「ＣＩＤ＝５」を割当てる。次いで第１着呼機能サーバ１６４は、メッセー
ジのコンタクトヘッダにおいて第４接続識別子を第５接続識別子（ＣＩＤ＝５）と交換す
ることによって、および第１着呼移動局１０４に関連付けられたソース識別子を、第１着
呼機能サーバ１６４に関連付けられたソース識別子「ＣＯＮ＝ＩＭＳ＿ＦＳ＿Ｏ」と交換
することによって第２ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅを修正する。次いで第１着呼機能サーバ１６
４はステップＳ４２６において、修正済の第２ＳＩＰ　ＩｎｖｉｔｅメッセージをＩＭＳ
コアネットワーク１５２の呼セッション制御機能に転送する。呼セッション制御機能は、
第１着呼機能サーバ１６４に関連付けられたソース識別子「ＣＯＮ＝ＩＭＳ＿ＦＳ＿Ｏ」
を、呼セッション制御機能と第１着呼機能サーバ１６４とに関連付けられたソース識別子
「ＣＯＮ＝ＣＳＦ＿ＦＳ＿Ｏ」と交換し、ステップＳ４２８においてこの更に修正した第
２ＳＩＰ　ＩｎｖｉｔｅメッセージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に転送する。
【００３２】
　会議通話機能（ＣＣ＿ＦＡＣＴ　ＵＲＩ）に関連付けられた宛先ルーティング情報に基
づき、呼セッション制御機能から修正済の第２ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅを受信すると、ＳＩ
Ｐ呼制御サーバ１６８はステップＳ４３０において、会議通話が設定されていることをメ
ディアサーバ１４４に通知する。ＳＩＰ呼制御サーバ１６８は、メディアサーバ１４４か
らの会議通話情報を要求し、メディアサーバ１４４はうまくコンタクトされていること、
および会議通話について通知されていることをステップＳ４３２，ステップＳ４３４にお
いて第１着呼機能サーバ１６４に通知する。好ましくはＳＩＰ呼制御サーバ１６８は、第
１着呼機能サーバ１６４にＳＩＰ　１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇメッセージを伝達することに
よって第１着呼機能サーバ１６４に通知を行う。このＳＩＰ　１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇメ
ッセージは、第５接続識別子（ＣＩＤ＝５）を含むことによって第２対話を識別する。次
に、発呼機能サーバ１６２からＳＩＰ　１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇメッセージを受信すると
、第１着呼機能サーバ１６４は、第５接続識別子を第４接続識別子（ＣＩＤ＝４）と交換
することによってＳＩＰ　１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇメッセージを修正し、ステップＳ４３
６，ステップＳ４３８においてこの修正済のＳＩＰ　１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇメッセージ
を第１着呼移動局１０４に転送することによって、会議通話が設定されていることを第１
着呼移動局１０４に通知する。
【００３３】
　会議通話について通知されると、メディアサーバ１４４は、要求された会議通話にユニ
ークな識別子（好ましくはルーティングアドレス）「ＣＣ－ＵＲＩ」を割当て、この通話
へのＳＤＰ提案を生成し、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８に会議通話識別子とＳＤＰ提案とを
供給する。したがってＳＩＰ呼制御サーバ１６８は、会議通話識別子と、会議通話へのメ
ディアサーバ１４４に基づくＳＤＰ提案とを決定することができる。次いでＳＩＰ呼制御
サーバ１６８は、この情報を会議通話開始者（すなわち第１着呼移動局１０４）に戻す。
【００３４】
　特にＳＩＰ呼制御サーバ１６８は、ステップＳ４４０，ステップＳ４４２においてＳＩ
Ｐ　２００　ＯＫメッセージを第１着呼機能サーバ１６４に戻すことによって、修正済の
第２ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅメッセージの受信を確認する。このＳＩＰ　２００　ＯＫメッ
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セージは、第５接続識別子（ＣＩＤ＝５）を含むことによって第２対話を識別し、メディ
アサーバ１４４から受信したＳＤＰ提案「ＳＤＰ＝ＭＲＦＰ」を含み、割当てられた会議
通話識別子「ＣＯＮ＝ＣＣ－ＵＲＩ」を含む。第１着呼機能サーバ１６４は、会議通話識
別子とＳＤＰ提案を保存し、コンタクトヘッダにおいて第５接続識別子を第４接続識別子
（ＣＩＤ＝４）と交換することによって、および割当てられた会議通話識別子（ＣＯＮ＝
ＣＣ－ＵＲＩ）を、第１着呼機能サーバ１６４に関連付けられた宛先識別子（ＣＯＮ＝Ｉ
ＭＳ＿ＦＳ＿Ｏ）と交換することによって、ＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを修正する
。次いで第１着呼機能サーバ１６４は、ステップＳ４４４，ステップＳ４４６においてメ
ディアサーバ１４４ＳＤＰ提案「ＳＤＰ＝ＭＲＦＰ」を含む修正済のＳＩＰ　２００　Ｏ
Ｋメッセージを第１着呼移動局１０４に伝達することによって、第２ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔ
ｅメッセージの受信を確認する。
【００３５】
　第１着呼機能サーバ１６４から修正済のＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを受信すると
、第１着呼移動局１０４はステップＳ４４８，ステップＳ４５０において、第４接続識別
子（ＣＩＤ＝４）を含むＳＩＰ　ＡＣＫを第１着呼機能サーバ１６４に戻すことによって
、修正済のＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを確認する。次に第１着呼機能サーバ１６４
はステップＳ４５２，ステップＳ４５４において、第５接続識別子（ＣＩＤ＝５）を含む
ＳＩＰ　ＡＣＫをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に戻すことによって、ＳＩＰ呼制御サーバ１
６８からのＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージの受信を確認する。
【００３６】
　また修正済の第２ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅを受信すると、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８はス
テップＳ４５６，ステップＳ４５８，ステップＳ４６０，ステップＳ４６２において、第
１着呼移動局１０４が、エンドポイントを発呼移動局１０２とする通話から、エンドポイ
ントをメディアサーバ１４４とする会議通話に切替えるように要求する。すなわちＳＩＰ
呼制御サーバ１６８は、第１着呼移動局１０４がメディアサーバ１４４にダイヤルするこ
とを要求する。好ましくはＳＩＰ呼制御サーバ１６８は、第１ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセ
ージを第１着呼移動局１０４に伝達することによって、第１着呼移動局１０４がメディア
サーバ１４４に切替わるように要求し、特にステップＳ４５６，ステップＳ４５８におい
て第１ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを第１着呼機能サーバ１６４に伝達する。第１ＳＩ
Ｐ　Ｒｅｆｅｒメッセージは、第１着呼移動局１０４に関連付けられた宛先識別子（ＳＩ
Ｐ：Ｕｓｅｒ　２　ＵＲＩ）と、会議通話機能に関連付けられたソース識別子「ＦＲＯＭ
－ＣＣ＿ＦＡＣＴ　ＵＲＩ」と、会議通話に割当てられた識別子「ＣＣ－ＵＲＩ」と、第
５接続識別子（ＣＩＤ＝５）とを含む。ＳＩＰ呼制御サーバ１６８から第１ＳＩＰ　Ｒｅ
ｆｅｒメッセージを受信すると、第１着呼機能サーバ１６４は、第５接続識別子を第４接
続識別子（ＣＩＤ＝４）と交換することによって第１ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージのコ
ンタクトヘッダを修正し、ステップＳ４６０，ステップＳ４６２においてこの修正済の第
１ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを第１着呼移動局１０４に伝達する。
【００３７】
　修正済の第１ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒを受信すると、第１着呼移動局１０４はステップＳ４
６４，ステップＳ４６６において、好ましくはＳＩＰ　２０２　Ａｃｃｅｐｔｅｄメッセ
ージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に伝達することによって、通話をメディアサーバ１４４
に切替える要求を容認する。特に第１着呼移動局１０４は、ＳＩＰ　２０２　Ａｃｃｅｐ
ｔｅｄメッセージを第１着呼機能サーバ１６４に伝達する。このＳＩＰ　２０２　Ａｃｃ
ｅｐｔｅｄメッセージは、第４接続識別子（ＣＩＤ＝４）を含むことによって第２対話を
識別する。ＳＩＰ　２０２　Ａｃｃｅｐｔｅｄメッセージを受信すると、第１着呼機能サ
ーバ１６４は、第４接続識別子を第５接続識別子（ＣＩＤ＝５）と交換することによって
メッセージを修正する。次いで第１着呼機能サーバ１６４は、修正済のＳＩＰ　２０２　
ＡｃｃｅｐｔｅｄメッセージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に伝達する。次いでＳＩＰ呼制
御サーバ１６８はステップＳ４７２，ステップＳ４７４において第５接続識別子（ＣＩＤ
＝５）を含むＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを第１着呼機能サーバ１６４に伝達するこ
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とによって、修正済のＳＩＰ　２０２　Ａｃｃｅｐｔｅｄメッセージの受信を確認する。
第１着呼機能サーバ１６４は、第５接続識別子を第４接続識別子（ＣＩＤ＝４）と交換す
ることによってＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを修正し、修正済のＳＩＰ　２０２　Ａ
ｃｃｅｐｔｅｄメッセージを第１着呼移動局１０４に転送する。
【００３８】
　また第１着呼移動局１０４がメディアサーバ１４４にダイヤルしようとしていることが
通知されると、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８は、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８が第２対話（す
なわち第５接続識別子（ＣＩＤ＝５））に関連付けられたＳＩＰシグナリングリソースを
開放していることを第１着呼機能サーバ１６４に通知する。好ましくはＳＩＰ呼制御サー
バ１６８は、ステップＳ４７２，ステップＳ４７４において第５接続識別子を含む第１Ｓ
ＩＰ　Ｂｙｅメッセージを第１着呼機能サーバ１６４に伝達することによって、第１着呼
機能サーバ１６４に通知を行う。第１ＳＩＰ　Ｂｙｅメッセージを受信すると、第１着呼
機能サーバ１６４は、ＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に伝
達することによって第１ＳＩＰ　Ｂｙｅメッセージを確認し、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８
は、第５接続識別子に関連付けられた接続を閉じる。
【００３９】
　また第１ＳＩＰ　Ｂｙｅメッセージを受信すると、第１着呼機能サーバ１６４は、第５
接続識別子を第４接続識別子（ＣＩＤ＝４）と交換することによってメッセージを修正す
る。また第１着呼機能サーバ１６４は、ステップＳ４７６，ステップＳ４７８において第
４接続識別子を含む修正済の第１ＳＩＰ　Ｂｙｅメッセージを第１着呼移動局１０４に伝
達することによって、第２対話に関連付けられたＳＩＰリソースを開放していることを第
１着呼移動局１０４に通知する。第１ＳＩＰ　Ｂｙｅメッセージを受信すると、第１着呼
移動局１０４は、ＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを第１着呼機能サーバ１６４に伝達す
ることによって修正済の第１ＳＩＰ　Ｂｙｅメッセージを確認し、この第１着呼機能サー
バ１６４は、第４接続識別子に関連付けられた接続を閉じる。
【００４０】
　また第１着呼移動局１０４は会議通話にダイヤルする要求を容認したため、通信システ
ム１００のオペレータは、第１着呼移動局１０４のユーザに対して表示を行うために、会
議通話識別子（ＣＣ－ＵＲＩ）を供給することを所望してもよい。このようなイベントに
おいて、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８はステップＳ４８２，ステップＳ４８４，ステップＳ
４８６，ステップＳ４８８において、ＳＩＰ　Ｍｅｓｓａｇｅを第１着呼機能サーバ１６
４を介して第１着呼移動局１０４に伝達してもよい。このＳＩＰ　Ｍｅｓｓａｇｅは、会
議通話識別子を通知するテキストを、メッセージのペイロードに含む。第１着呼移動局１
０４はステップＳ４８６，ステップＳ４８８においてＳＩＰ　Ｍｅｓｓａｇｅを受信する
と、前記第１着呼移動局１０４はステップＳ４８２，ステップＳ４８４，ステップＳ４８
６，ステップＳ４８８において、ＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを第１着呼機能サーバ
１６４を介してＳＩＰ呼制御サーバ１６８に戻すことによってメッセージの受信を確認し
、前記第１着呼移動局１０４の信頼性のあるインタフェース２０６の表示スクリーンにお
いて、会議通話識別子を表示する。
【００４１】
　第１着呼機能サーバ１６４から、第２対話の着呼を通知する修正済の第１ＳＩＰ　Ｂｙ
ｅメッセージを受信すると、第１着呼移動局１０４は、新しい第３対話に第６接続識別子
「ＣＩＤ＝６」を割当てる。この第６接続識別子は、第１着呼移動局１０４によって開始
されている会議通話に関連付けられており、第１着呼機能サーバ１６４への新しい接続に
関連付けられている。次いで第１着呼移動局１０４は、ステップＳ４９０，ステップＳ４
９２において会議通話への招待（好ましくは第３ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅ）を第１着呼機能
サーバ１６４に伝達することによって、この新しい対話を開始する。第３ＳＩＰ　Ｉｎｖ
ｉｔｅは、会議通話機能に関連付けられた宛先識別子（ＳＩＰ：ＣＣ－ＵＲＩ）と、第６
接続識別子（ＣＩＤ＝６）と、第１着呼移動局１０４に関連付けられたソース識別子（Ｃ
ＯＮ＝ＵＳＥＲ２）とを含む。
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【００４２】
　第３ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅを受信すると、第１着呼機能サーバ１６４は、第３対話と、
ＳＩＰ呼制御サーバ１６８への新しい接続とに、新しい第７接続識別子「ＣＩＤ＝７」を
割当てる。次いで第１着呼機能サーバ１６４は、第６接続識別子を第７接続識別子（ＣＩ
Ｄ＝７）と交換することによって、および（第３ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅの送信者としての
）第１着呼移動局１０４に関連付けられたソース識別子（ＣＯＮ＝ＵＳＥＲ２）を、第１
着呼機能サーバ１６４に関連付けられたソース識別子（ＣＯＮ＝ＩＭＳ＿ＦＳ＿Ｏ）と交
換することによって、第３ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅを修正する。次いで第１着呼機能サーバ
１６４はステップＳ４９４，ステップＳ４９６において、この修正済の第３ＳＩＰ　Ｉｎ
ｖｉｔｅをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に伝達する。
【００４３】
　また第１着呼移動局１０４は、発呼移動局１０２との通話から会議通話への第１着呼移
動局１０４の切替状態の更新を、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８に提供することによって、第
１ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージに応答する（信号４６２）。具体的には、第１着呼移動
局１０４はステップＳ５００，ステップＳ５０２において、第１ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメ
ッセージを第１着呼機能サーバ１６４に伝達する。第１ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージ
は、第１着呼機能サーバ１６４に関連付けられたソース識別子（ＣＯＮ＝ＩＭＳ＿ＦＳ＿
Ｏ）と、第４接続識別子（ＣＩＤ＝４）と、ＳＩＰ　１００　Ｔｒｙｉｎｇ指標とを含む
。ＳＩＰ　１００　Ｔｒｙｉｎｇ指標は、Ｒｅｆｅｒメッセージが受信されたこと、およ
び会議通話への切替は試みられているがまだ実行されていないことを通知する。第１ＳＩ
Ｐ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージを受信すると、第１着呼機能サーバ１６４は、第４接続識別
子を第５接続識別子（ＣＩＤ＝５）と交換することによって第１ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメ
ッセージを修正し、ステップＳ５０４，ステップＳ５０６においてこの修正済の第１ＳＩ
Ｐ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージを、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８に転送する。次いでＳＩＰ呼
制御サーバ１６８は、ＳＩＰ　２００　ＯＫを第１着呼機能サーバ１６４を介して第１着
呼移動局１０４に戻すことによって、第１ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージの受信を確認
する。
【００４４】
　再び第３ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅに関して、第３ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅを受信すると（信
号４９６）、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８はステップＳ４９８において、メディアサーバ１
４４との会議通話のためのメディアセッションを設定する。接続を設定すると、ＳＩＰ呼
制御サーバ１６８は第３ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅの受信を確認し、ステップＳ５０８，ステ
ップＳ５１０，ステップＳ５１２，ステップＳ５１４においてＳＩＰ　２００　ＯＫメッ
セージを第１着呼移動局１０４に戻すことによって、セッションが設定されたことを第１
着呼移動局１０４に通知する。具体的には、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８はステップＳ５０
８，ステップＳ５１０において、ＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを第１着呼機能サーバ
１６４に伝達する。このＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージは割当てられた会議通話識別子
（ＣＯＮ＝ＣＣ－ＵＲＩ）を含み、第７接続識別子（ＣＩＤ＝７）を含むことによって第
３対話を識別する。次に第１着呼機能サーバ１６４は、第７接続識別子を第６接続識別子
（ＣＩＤ＝６）と交換することによって、および割当てられた会議通話識別子（ＣＯＮ＝
ＣＣ－ＵＲＩ）を、第１着呼機能サーバ１６４に関連付けられた宛先識別子（ＣＯＮ＝Ｉ
ＭＳ＿ＦＳ＿Ｏ）と交換することによってＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを修正し、ス
テップＳ５１２，ステップＳ５１４においてこの修正済のＳＩＰ　２００　ＯＫメッセー
ジを第１着呼移動局１０４に転送する。
【００４５】
　メディアサーバ１４４におけるメディアセッションが会議通話のために設定されたこと
をＳＩＰ呼制御サーバ１６８によって通知されると、すなわち修正済のＳＩＰ　２００　
ＯＫメッセージを受信すると、第１着呼移動局１０４は、メディアサーバ１４４にダイヤ
ルする。第１着呼移動局１０４がメディアサーバ１４４へのアクセスに成功すると、第１
着呼移動局１０４はステップＳ５１６，ステップＳ５１８，ステップＳ５２０，ステップ
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Ｓ５２２において第２ＳＩＰ　ＮｏｔｉｆｙメッセージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に伝
達することによって、ステップＳ５１６，ステップＳ５１８において第１着呼機能サーバ
１６４に成功したアクセスについて通知する。具体的には、第１着呼移動局１０４はステ
ップＳ５１６，ステップＳ５１８において、第２ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージを第１
着呼機能サーバ１６４に伝達する。この第２ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージは、第１着
呼機能サーバ１６４に関連付けられた宛先識別子（ＣＯＮ＝ＩＭＳ＿ＦＳ＿Ｏ）を含み、
第４接続識別子（ＣＩＤ＝４）を含むことによって第２対話を識別する。第２ＳＩＰ　Ｎ
ｏｔｉｆｙメッセージは更に、応答されつつあるＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを識別
する。第２ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージを受信すると、第１着呼機能サーバ１６４は
、第４接続識別子を第５接続識別子（ＣＩＤ＝５）と交換することによってメッセージを
修正する。次いで第１着呼機能サーバ１６４はステップＳ５２０，ステップＳ５２２にお
いて、この修正済の第２ＳＩＰ　ＮｏｔｉｆｙメッセージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に
伝達する。次いでＳＩＰ呼制御サーバ１６８はステップＳ５１６，ステップＳ５１８，ス
テップＳ５２０，ステップＳ５２２においてＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを、第１着
呼機能サーバ１６４を介して第１着呼移動局１０４に戻すことによって、ステップＳ５２
０，ステップＳ５２２においてこの修正済の第２ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージの受信
を確認する。
【００４６】
　また第１着呼移動局１０４はステップＳ５２４，ステップＳ５２６においてＳＩＰ　Ａ
ＣＫメッセージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に戻すことによって、ステップＳ５２４，ス
テップＳ５２６，ステップＳ５２８，ステップＳ５３０においてＳＩＰ呼制御サーバ１６
８からの第３対話ＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージの受信（信号５１４）を確認する。特
に第１着呼移動局１０４はステップＳ５２４，ステップＳ５２６において、第６接続識別
子（ＣＩＤ＝６）を含むことによって第３対話を識別するＳＩＰ　ＡＣＫメッセージを第
１着呼機能サーバ１６４に伝達する。第１着呼機能サーバ１６４は、第６接続識別子を第
７接続識別子（ＣＩＤ＝７）と交換することによってＳＩＰ　ＡＣＫメッセージを修正し
、ステップＳ５２８，ステップＳ５３０においてこの修正済のＳＩＰ　ＡＣＫメッセージ
をＳＩＰ呼制御サーバ１６８に伝達する。
【００４７】
　メディアサーバ１４４にダイヤルした後、第１着呼移動局１０４は、メディアサーバ１
４４における会議通話にダイヤルし、ステップＳ５３２において、周知の技術によってメ
ディアサーバ１４４とのメディアセッション（たとえばリアルタイムプロトコル（ＲＴＰ
）フロー）を設定する。次いで第１着呼移動局１０４は、好ましくはＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒ
メッセージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に戻すことによって、発呼移動局１０２が会議通
話に切替わることを要求する。特に第１着呼移動局１０４はステップＳ５３４，ステップ
Ｓ５３６において、第２ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを第１着呼機能サーバ１６４に伝
達する。第２ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージは、第１着呼機能サーバ１６４に関連付けら
れた第１宛先識別子（ＳＩＰ：ＩＭＳ＿ＦＳ＿Ｏ）を含み、Ｒｅｆｅｒが発呼移動局１０
２を対象としていること「ＲＥＦＥＲ　ＴＯ＝ＵＳＥＲ１」を通知し、第１着呼移動局１
０４に関連付けられたソース識別子「ＲＥＦＥＲ　ＢＹ＝ＵＳＥＲ２」を含む。第２ＳＩ
Ｐ　Ｒｅｆｅｒメッセージは更に、含まれる第６接続識別子（ＣＩＤ＝６）に関連付けら
れた第３対話が、第３接続識別子（ＣＩＤ＝３）に関連付けられた第１対話に代わること
を通知する。第２ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを受信すると、第１着呼機能サーバ１６
４は、第６接続識別子を第７接続識別子（ＣＩＤ＝７）と交換することによって、および
第１着呼機能サーバ１６４に関連付けられた宛先識別子を、割当てられた会議通話識別子
（ＳＩＰ：ＣＣ－ＵＲＩ）と交換することによって、第２ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージ
を修正する。次いで第１着呼機能サーバ１６４はステップＳ５３８，ステップＳ５４０に
おいて、修正済の第２ＳＩＰ　ＲｅｆｅｒメッセージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に伝達
する。
【００４８】
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　修正済の第２ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを受信すると、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８
は、発呼移動局１０２に会議通話に切替わるように要求することに同意し、したがって、
好ましくはＳＩＰ　Ａｃｃｅｐｔｅｄメッセージを発呼移動局１０２に伝達することによ
って第１着呼移動局１０４に通知を行う。特にＳＩＰ呼制御サーバ１６８はステップＳ５
４２，ステップＳ５４４において、ＳＩＰ　Ａｃｃｅｐｔｅｄメッセージを第１着呼機能
サーバ１６４に伝達する。このＳＩＰ　Ａｃｃｅｐｔｅｄメッセージは、第７接続識別子
（ＣＩＤ＝７）を含むことによって第３対話を識別する。第１着呼機能サーバ１６４は、
第７接続識別子を第６接続識別子（ＣＩＤ＝６）と交換することによってＳＩＰ　Ａｃｃ
ｅｐｔｅｄメッセージを修正し、修正済のＳＩＰ　Ａｃｃｅｐｔｅｄメッセージを第１着
呼移動局１０４に伝達する。
【００４９】
　また第１着呼移動局１０４から修正済の第２ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを受信する
と、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８は、発呼移動局１０２を会議通話に参加するように招待す
る。そして発呼移動局１０２がメディアサーバ１４４にダイヤルできるように、会議通話
に割当てられた識別子を発呼移動局１０２に供給する。特にＳＩＰ呼制御サーバ１６８は
、第３対話と、発呼機能サーバ１６２へのＳＩＰ呼制御サーバ１６８の接続とに関連付け
られた第８接続識別子（ＣＩＤ＝８）とを生成する。次いでＳＩＰ呼制御サーバ１６８は
、第４セッション招待（好ましくは第４ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅメッセージ）をアセンブル
し、ステップＳ５５０，ステップＳ５５２において第４セッション招待を発呼機能サーバ
１６２に伝達する。第４セッション招待は、割当てられた会議通話識別子（ＣＯＮ＝ＣＣ
－ＵＲＩ）と、発呼移動局１０２に関連付けられた宛先識別子（ＳＩＰ：Ｕｓｅｒ　１　
ＵＲＩ）と、第３対話に関連付けられた第８接続識別子（ＣＩＤ＝８）と、メディアサー
バ１４４ＳＤＰ提案（ＳＤＰ＝ＭＲＦＰ）とを含む。第４ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅメッセー
ジは更に、第８接続識別子（ＣＩＤ＝８）に関連付けられた第３対話が、第２接続識別子
（ＣＩＤ＝２）に関連付けられた第１対話に代わりつつあることを通知する。
【００５０】
　第４ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅメッセージを受信すると、発呼機能サーバ１６２は、第３対
話と、発呼移動局１０２への接続とに関連付けられた第９接続識別子（ＣＩＤ＝９）を生
成する。次いで発呼機能サーバ１６２は、第８接続識別子を第９接続識別子（ＣＩＤ＝９
）と交換することによって、および第２接続識別子を第１接続識別子（ＣＩＤ＝１）と交
換することによって第４ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅメッセージを修正し、これによって，第９
接続識別子に関連付けられた第３対話が、第１接続識別子に関連付けられた第１対話に代
わることを通知する。次いで発呼機能サーバ１６２はステップＳ５５４，ステップＳ５５
６において、修正済の第４ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅメッセージを発呼移動局１０２に伝達す
る。また第４ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅメッセージを受信すると、発呼機能サーバ１６２はス
テップＳ５５８において、メディアサーバ１４４とのメディアセッションを設定する。次
いで発呼移動局１０２は、ステップＳ５７６，ステップＳ５７８，ステップＳ５８０，ス
テップＳ５８２において、ＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８
に戻すことによって第４ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅメッセージの受信を確認する。特に発呼移
動局１０２はステップＳ５７６，ステップＳ５７８において、第９接続識別子（ＣＩＤ＝
９）を含むＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを発呼機能サーバ１６２に伝達する。発呼機
能サーバ１６２は、第９接続識別子を第８接続識別子（ＣＩＤ＝８）と交換することによ
ってＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを修正し、ステップＳ５８０，ステップＳ５８２に
おいてこの修正済のＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に伝達
する。
【００５１】
　また第４ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅメッセージを受信すると、発呼移動局１０２は、第１対
話（すなわち第１接続識別子（ＣＩＤ＝１）に関連付けられた対話）に関連付けられたリ
ソースを開放することを決定する。発呼移動局１０２は、ステップＳ５８４，ステップＳ
５８６において第１接続識別子を含む第２ＳＩＰ　Ｂｙｅメッセージを発呼機能サーバ１
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６２に伝達することによって、第１対話に関連付けられたリソースを開放する意図を発呼
機能サーバ１６２に通知する。発呼機能サーバ１６２はステップＳ５８４，ステップＳ５
８６において、ＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを発呼移動局１０２に戻すことによって
第２ＳＩＰ　Ｂｙｅメッセージを確認し、この発呼移動局１０２は、第１接続識別子に関
連付けられた接続を閉じる。発呼機能サーバ１６２は更に、第１接続識別子を第２接続識
別子（ＣＩＤ＝２）と交換することによって第２ＳＩＰ　Ｂｙｅメッセージを修正し、ス
テップＳ５８８，ステップＳ５９０においてこの修正済の第２ＳＩＰ　Ｂｙｅメッセージ
を第１着呼機能サーバ１６４に伝達することによって、第１対話（すなわち第２接続識別
子に関連付けられた対話）に関連付けられたリソースを開放していることを第１着呼機能
サーバ１６４に通知する。第１着呼機能サーバ１６４はステップＳ５８８，ステップＳ５
９０において、ＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを発呼機能サーバ１６２に戻すことによ
って第２ＳＩＰ　Ｂｙｅメッセージを確認し、この発呼機能サーバ１６２は、第２接続識
別子に関連付けられた接続を閉じる。
【００５２】
　第１着呼機能サーバ１６４は、第２接続識別子を第３接続識別子（ＣＩＤ＝３）と交換
することによって修正済の第２ＳＩＰ　Ｂｙｅメッセージを修正し、ステップＳ５９２，
ステップＳ５９４においてこの更なる修正を行った第２ＳＩＰ　Ｂｙｅメッセージを第１
着呼移動局１０４に伝達することによって、第１対話（すなわち第３接続識別子に関連付
けられた対話）に関連付けられたリソースを開放していることを第１着呼移動局１０４に
通知する。第１着呼移動局１０４はステップＳ５９２，ステップＳ５９４において、ＳＩ
Ｐ　２００　ＯＫメッセージを第１着呼機能サーバ１６４に伝達することによって第２Ｓ
ＩＰ　Ｂｙｅメッセージを確認し、この第１着呼機能サーバ１６４は、第３接続識別子に
関連付けられた接続を閉じる。
【００５３】
　一方、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８はステップＳ５６０，ステップＳ５６２，ステップＳ
５６４，ステップＳ５６６において、発呼移動局１０２を会議通話に招待する要求の状態
の更新を第１着呼移動局１０４に提供する。特にＳＩＰ呼制御サーバ１６８はステップＳ
５６０，ステップＳ５６２において、第３ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージを第１着呼機
能サーバ１６４に伝達する。この第３ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージは、第１着呼移動
局１０４に関連付けられた宛先識別子（ＳＩＰ：Ｕｓｅｒ　２　ＵＲＩ）と、第７接続識
別子（ＣＩＤ＝７）と、ＳＩＰ　１００　Ｔｒｙｉｎｇメッセージとを含む。ＳＩＰ　１
００　Ｔｒｙｉｎｇメッセージは、発呼移動局１０２を会議通話に招待する要求が受信さ
れたこと、および要求は実行されていないが処理中であることを通知する。次いで第１着
呼機能サーバ１６４は、第７接続識別子を第６接続識別子（ＣＩＤ＝６）と交換すること
によって第３ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージを修正し、ステップＳ５６４，ステップＳ
５６６においてこの修正済の第３ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージを第１着呼移動局１０
４に転送する。次いで第１着呼移動局１０４はステップＳ５６８，ステップＳ５７０，ス
テップＳ５７２，ステップＳ５７４において、ＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージをＳＩＰ
呼制御サーバ１６８に伝達することによって、修正済の第３ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセ
ージの受信に成功したことを確認する。特に第１着呼移動局１０４はステップＳ５６８，
ステップＳ５７０において、第６接続識別子（ＣＩＤ＝６）を含むＳＩＰ　２００　ＯＫ
メッセージを第１着呼機能サーバ１６４に伝達する。第１着呼機能サーバ１６４は、第６
接続識別子を第７接続識別子（ＣＩＤ＝７）と交換することによってＳＩＰ　２００　Ｏ
Ｋメッセージを修正し、ステップＳ５７２，ステップＳ５７４においてこの修正済のＳＩ
Ｐ　２００　ＯＫメッセージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に伝達する。
【００５４】
　修正済のＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを受信すると（信号５８２）、ＳＩＰ呼制御
サーバ１６８は、好ましくはステップＳ５６０，ステップＳ５６２において第４ＳＩＰ　
Ｎｏｔｉｆｙメッセージを第１着呼移動局１０４に伝達することによって、ステップＳ５
９６，ステップＳ５９８，ステップＳ６００，ステップＳ６０２において、発呼移動局１
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０２が会議通話に応答したことを第１着呼移動局１０４に通知する。特にＳＩＰ呼制御サ
ーバ１６８は、第４ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージを第１着呼機能サーバ１６４に伝達
する。この第４ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージは、第１着呼移動局１０４に関連付けら
れた宛先識別子（ＳＩＰ：ＵＳＥＲ　２　ＵＲＩ）を含み、第７接続識別子（ＣＩＤ＝７
）を含み、ＳＩＰ　２００　ＯＫメッセージを識別する。次いで第１着呼機能サーバ１６
４は、第７接続識別子を第６接続識別子（ＣＩＤ＝６）と交換することによって第４ＳＩ
Ｐ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージを修正し、ステップＳ６００，ステップＳ６０２においてこ
の修正済の第４ＳＩＰ　Ｎｏｔｉｆｙメッセージを第１着呼移動局１０４に転送する。
【００５５】
　また修正済のＳＩＰ　２００　ＯＫを受信すると（信号５８２）、ＳＩＰ呼制御サーバ
１６８はステップＳ６０４，ステップＳ６０６，ステップＳ６０８，ステップＳ６１０に
おいて、ＳＩＰ　ＡＣＫメッセージを発呼移動局１０２に戻すことによってメッセージの
受信を確認する。特にＳＩＰ呼制御サーバ１６８はステップＳ６０４，ステップＳ６０６
において、第８接続識別子（ＣＩＤ＝８）を含むＳＩＰ　ＡＣＫメッセージを発呼機能サ
ーバ１６２に伝達する。発呼機能サーバ１６２は、第８接続識別子を第９接続識別子（Ｃ
ＩＤ＝９）と交換することによってＳＩＰ　ＡＣＫメッセージを修正し、ステップＳ６０
８，ステップＳ６１０においてこの修正済のＳＩＰ　ＡＣＫメッセージを発呼移動局１０
２に伝達する。
【００５６】
　また修正済の第４ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅを受信すると、発呼移動局１０２は、メディア
サーバ１４４における会議通話にダイヤルし、ステップＳ６１２においてメディアサーバ
１４４とのメディアセッション（たとえばリアルタイムプロトコル（ＲＴＰ）フロー）を
設定する。次いでメディアサーバ１４４は、発呼移動局１０２と第１着呼移動局１０４の
それぞれによって設定されたメディアセッションをリンクさせ、ステップＳ６１２，ステ
ップＳ６１４において、メディアサーバ１４４を介して発呼移動局１０２と第１着呼移動
局１０４の間にベアラ（ｂｅａｒｅｒ）リンクが確立される。
【００５７】
　第１着呼移動局１０４はここで別の移動局（たとえば第２着呼移動局１０６）を会議通
話に参加するように招待してもよい。しかし第１着呼移動局１０４は、第３対話の設定後
（すなわち第６接続識別子と第７接続識別子の割当て後）であればいつでも第２着呼移動
局１０６を会議通話に参加するように招待してもよいことが、本技術分野の当業者には理
解される。
【００５８】
　第１着呼移動局１０４は、第２着呼移動局１０６を会議通話に追加する要求をＳＩＰ呼
制御サーバ１６８に伝達することによって、好ましくは第３ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセー
ジをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に伝達することによって、第２着呼移動局１０６の会議通
話への追加を開始する。特に第１着呼移動局１０４はステップＳ６１６，ステップＳ６１
８において、第３ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを第１着呼機能サーバ１６４に伝達する
。この第３ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージは、第１着呼機能サーバ１６４に関連付けられ
た第１宛先識別子（ＳＩＰ：ＩＭＳ＿ＦＳ＿Ｏ）と、追加が要求されている装置として第
２着呼移動局１０６を識別する第２宛先識別子（ＲＥＦＥＲ　ＴＯ＝ＵＳＥＲ　３）とを
含む。第３ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージは更に、第６接続識別子（ＣＩＤ＝６）を含む
ことによって第３対話を識別し、第１着呼移動局１０４に関連付けられたソース識別子（
ＲＥＦＥＲ　ＢＹ＝ＵＳＥＲ２）を含む。第３ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを受信する
と、第１着呼機能サーバ１６４は、第６接続識別子を第７接続識別子（ＣＩＤ＝７）と交
換することによって、および第１着呼機能サーバ１６４に関連付けられた第１宛先識別子
を、会議通話に割当てられた識別子に対応する宛先識別子（ＳＩＰ：ＣＣ－ＵＲＩ）と交
換することによって、第３ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを修正する。次いで第１着呼機
能サーバ１６４はステップＳ６２０，ステップＳ６２２において、修正済の第３ＳＩＰ　
ＲｅｆｅｒメッセージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に伝達する。
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【００５９】
　修正済の第３ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを受信すると、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８
はステップＳ６２４，ステップＳ６２６，ステップＳ６２８，ステップＳ６３０において
、第５セッション招待（好ましくは第５ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅ）を第２着呼移動局１０６
に伝達する。特にＳＩＰ呼制御サーバ１６８は、第３対話と、第２着呼機能サーバ１６６
へのＳＩＰ呼制御サーバ１６８の接続とに第１０接続識別子（ＣＩＤ＝１０）を割当てる
。次いでＳＩＰ呼制御サーバ１６８はステップＳ６２４，ステップＳ６２６において、第
５セッション招待（すなわち第５ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅ）を第２着呼機能サーバ１６６に
伝達する。この第５セッション招待は、第２着呼移動局に関連付けられた宛先識別子「Ｓ
ＩＰ：Ｕｓｅｒ　３　ＵＲＩ」を含み、第１０接続識別子（ＣＩＤ＝１０）を含む。第５
セッション招待を受信すると、第２着呼機能サーバ１６６は、第３対話と、第２着呼移動
局１０６への第２着呼機能サーバの接続とに第１１接続識別子「ＣＩＤ＝１１」を割当て
る。次いで第２着呼機能サーバ１６６は、第１０接続識別子を第１１接続識別子（ＣＩＤ
＝１１）と交換することによって第５ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅを修正し、ステップＳ６２８
，ステップＳ６３０においてこの修正済の第５ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅを第２着呼移動局１
０６に伝達する。
【００６０】
　修正済の第５ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅを受信すると、第２着呼移動局１０６は、メディア
サーバ１４４にダイヤルする。次いで第２着呼移動局１０６はステップＳ６３２において
、メディアサーバ１４４とのメディアセッション（たとえばリアルタイムプロトコル（Ｒ
ＴＰ）フロー）を設定し、次いでメディアサーバ１４４は、第２着呼移動局１０６によっ
て設定されたメディアセッションを、発呼移動局１０２と第１着呼移動局１０４のそれぞ
れによって設定されたメディアセッションにリンクさせ、本技術分野において知られるよ
うに、メディアサーバ１４４を介して移動局１０２，１０４，１０６間にベアラリンクが
確立される。
【００６１】
　通信システム１００は更に、参加する移動局（たとえば発呼移動局１０２）に、有線通
信装置１７２（たとえば有線電話機）を通話に参加するように招待させる。たとえば、発
呼移動局１０２は有線電話番号（たとえばＰＳＴＮ電話番号）に関連付けられた有線通信
装置１７２を通話に参加するように招待することを求めていると仮定する。たとえば発呼
移動局１０２のユーザは、有線通信装置１７２のＰＳＴＮ電話番号を発呼移動局１０２に
ダイヤルしてもよく、次いで発呼移動局１０２は、ステップＳ６３４，ステップＳ６３６
において発呼移動局１０２のために機能する機能サーバすなわち発呼機能サーバ１６２に
ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを伝達することによって、有線通信装置１７２の通話への
追加を開始する。ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージは、発呼機能サーバ１６２に関連付けら
れた第１宛先識別子（ＳＩＰ：ＩＭＳ＿ＦＳ）と、参加が要求されている有線通信装置に
関連付けられた第２宛先識別子「ＲＥＦＥＲ　ＴＯ－＜ＰＳＴＮ　ＴＥＬＥＰＨＯＮＥ　
ＮＯ．＞」とを含む。ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージは、第９接続識別子（ＣＩＤ＝９）
と、発呼移動局１０２に関連付けられたソース識別子（ＲＥＦＥＲ　ＢＹ＝ＵＳＥＲ１）
とを更に含む。
【００６２】
　発呼移動局１０２からＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを受信すると、発呼機能サーバ１
６２は、第９接続識別子を第８接続識別子（ＣＩＤ＝８）と交換することによって、およ
び発呼機能サーバ１６２に関連付けられた宛先識別子を、割当てられた会議通話識別子（
ＳＩＰ：ＣＣ－ＵＲＩ）と交換することによって、ＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを修正
する。次いで第１着呼機能サーバ１６４はステップＳ６３８，ステップＳ６４０において
、修正済のＳＩＰ　ＲｅｆｅｒメッセージをＳＩＰ呼制御サーバ１６８に伝達する。
【００６３】
　修正済のＳＩＰ　Ｒｅｆｅｒメッセージを受信すると、ＳＩＰ呼制御サーバ１６８はス
テップＳ６４２，ステップＳ６４４において、セッション招待（好ましくはＳＩＰ　Ｉｎ
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信装置１７２のルーティング情報「＜ＰＳＴＮ　ＴＥＬＥＰＨＯＮＥ　ＮＯ．＞」と、第
９接続識別子（ＣＩＤ＝９）とを含む。ＳＩＰ　Ｉｎｖｉｔｅに基づき、メディアゲート
ウェイ１４６はステップＳ６４２において、周知の技術によって有線通信装置１７２とメ
ディアゲートウェイとの間に通話を設定するように有線回路交換網１７０（たとえばＰＳ
ＴＮ）に信号を送る。次にメディアゲートウェイ１４６はステップＳ６４８において、メ
ディアサーバ１４４の会議通話機能とのメディアセッション（たとえばリアルタイムプロ
トコル（ＲＴＰ）フロー）を設定し、ＰＳＴＮ１７０によって有線通信装置１７２との通
話６５０を設定し、次いでメディアセッションと通話とを共にリンクさせる。
【００６４】
　割当てられた会議通話識別子を通信システム１００の全体に伝播させることによって、
通信システム１００は、会議通話または三者通話に参加するそれぞれの移動局に、通話に
ダイヤルするためのアドレスを知らせる。複数の機能サーバまたはＢ２ＢＵＡｓが関与し
ているにもかかわらず、通話を発呼する発呼移動局１０２と、通話を会議通話に切替える
第１着呼移動局１０４との間のＩＭＳに基づくシグナルパスにおいて、通信システム１０
０はこのような識別子の伝播を助ける。
【００６５】
　本発明は特定の実施形態に関して特に示し記載しているが、様々な変更がなされ得るこ
と、および以下の特許請求の範囲に記載する本発明の範囲から逸脱することなく等価物が
それらの要素の代替となることを当業者には理解されたい。したがって明細書および図面
は限定的ではなく例示とされ、そのようなすべての変更および代替は、本発明の範囲内に
含まれるように意図される。
【００６６】
　利益、他の利点、および問題の解決策を、特定の実施形態に関して記載してきた。しか
し利益、利点、または解決策をより明白にさせ得る（およびより明白にし得る）利益、利
点、問題の解決策、および任意の要素は、請求項のいずれかまたはすべてに記載の批判的
、必須的、または本質的な特性または要素として解釈されない。本明細書において、「会
議通話」および「三者通話」は、相互に代替可能な語である。また本明細書において、「
含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」、「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」、またはそれらが変
化したものは非排他的な包含を含めるように意図され、リストされる要素を含むプロセス
、方法、物品、または装置がそれらの要素のみを含むのではなく、明示的にリストされな
い他の要素またはそのようなプロセス、方法、物品、または装置に固有の要素が含まれ得
る。本明細書において用いられる「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」および／または「有す
る（ｈａｖｉｎｇ）」という語は、含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）として定義される。ま
た本明細書において他に指示のない限り、たとえば第１、第２、上部、下部などの関係語
の使用は、このようなエンティティまたは行為の関係または順序を必ずしも必要とする（
または示唆する）ことなく、１つのエンティティまたは行為を別のエンティティまたは行
為と区別するためのみに使用される。「１つの（ａ）」で始まる要素は、更なる制限がな
い場合、プロセス、方法、物品、または装置において追加の同一要素の存在を除外する。
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